
 

安方中だより 

 

新年度を迎えて          校長 谷山 優司 

令和８年度の学校教育活動が始まり、早いもので間もなく３週間を迎えようとしています。 

新入生も在校生も新学年に慣れ始め、少しずつ日常化してきている様子がみられます。 

中学校時代は心身ともに大きく成長する時期ですので、保護者の皆様におかれましてはその成

長に喜びも少々の寂しさも感じるところだと思います。また、物事に対する見方や考え方にも大

きな成長がみられる時期でもあります。他者の話を聞いて、深く洞察することができるようにな

ったり、自分の今後の人生について具体的に考えるようになったりと、思考力が豊かになる分、

悩むことも増えてまいります。 

これらのことを踏まえ、学校では学習面、生活面はもちろんですが、生徒一人一人の心情に寄

り添い、教師が生徒の伴走者としてご家庭とともに生徒の成長をサポートしてまいります。今後

とも本校の学校教育へのご理解とご協力を賜りますようお願い申し上げます。 

 

【令和 8 年度の学校経営について】 

〇本校が目指すべき学校像 

・本校にかかわる誰しもの支えとなる存在であり続ける学校 

・生涯にわたり学びを手段として活用し、学び続ける力を育む学校 

・地域と協働して地域のランドマークとして末永く愛される学校 

〇めざす生徒の姿 

・ 自他共に良いところを見つけ、誰に対しても心優しい生徒 

・ 想像力をもち、他者と積極的にコミュニケーションを持ち、協働する生徒 

・ 自ら目標をもち、様々な条件の中でいかに力を発揮できるか考え、努力できる生徒 

〇経営の重点 

・誰もが安心して学習し、生活できる環境を整えるため、教師自らが豊かな人間性と思いやりの

心をもち、生徒とかかわり、互いを思いやる心を育みます。 

・教師自らが生徒の伴走者であり、生徒一人一人の良さを理解するとともに、教師自身が研鑽を

重ね、柔軟な発想で対応できる学習指導力や生活指導力を高めます。 

・生徒が自ら学び、自ら考え、自らが創造する経験を、授業だけでなく、学校教育活動全般で享

受できるよう工夫します。 

・生徒が学習した内容を単一の教科のみで教師が学力としてみるのではなく、生徒自らが教科で

学んだ力を他の教科間や日常の生活の中で発揮し、成長を自ら感じ取ることができるように、

指導します。  

・教師一人一人が教育公務員としての熱意と使命感を持ち、組織人として積極的に協働し互いに

高め合う学校風土を作り上げます。 
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1 年生の作文から

中学生になって 

私が中学生になって頑張りたいことは、三つあります。 

一つは勉強です。小学校と中学校でレベルがちがうから、しっかり自習したりして頭に入

るようにしたり、先生の話をちゃんと聞いて、苦手な教科をなるべくなくしたいです。 

二つは部活です。私はバドミントンに入部しようと思っているのですが、初めての挑戦で

とても緊張します。ただでさえクラスでも不安があったりするし、先輩とも仲良くなれるか

心配です。でもこの 3 年間、充実した毎日を送れるように日々努力を重ね、楽しい部活にな

るようにしたいです。 

三つは人間関係・友達作りです。新学期慣れないことばかりで、たくさん不安もあるし、

新しい友達、新しいクラスに慣れないことがないように、たくさん話しかけて、関わって、

友達いっぱいつくりたいです。困ることもあると思うけど、同じクラスのみんなで支えあっ

て協力しあってこれからも先輩方、職員の方々と共にこの「安方中学校」をつくっていきま

す。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

安方中だよりは 8 月を除く毎月後半に発行予定です。次回は 5 月後半です。 

5 月の主な予定

１（金） 専門委員会             １９（火） 腎臓検診二次 

７（木） 1 年内科検診          ２０（水） 運動会予行 腎臓検診二次追加 

１１（月） 全校朝礼 2 年内科検診     ２３（土） 運動会 

１２（火） 中央委員会           ２５（月） 振替休業日 

１３（水） 大田区教育研究会定期総会    ２８（木） 3 年内科検診 

１８（月） 生徒朝礼            ２９（金） 専門委員会 

※２６（火）・２７（水）は運動会予備日です。 

新校舎へ移転する前まで使用していた旧校舎の教室棟の解体作業が進んでいます。工事作業

が進み整地されるといよいよⅡ期工事に移ります。 


